
７月１９日（水） スケッチの会 「人物」 

 阿佐谷地域区民センターで、人物の第 179回例会を実施しました。売れっ子モデルの髙橋嬢は、モロッ

コのベルベル人（イスラム化前の原住民）の出立で、水煙草を優雅に吸うポーズでバッチリ。ゲストに四月

の初個展で画家デビューを果たした若松裕子さんが加わり、8人の参加でした。 

 多忙な髙橋嬢はサハラ砂漠のつむじ風のように、真っ赤な衣装のまま阿佐ヶ谷駅改札に現れ、20分ポ

ーズ 6回を大急ぎでこなして、あっという間に去って行きました。その後は荒れ模様でしたが。 

 講評こそありませんが、画家の美しいデッサンは別格として、メンバーの技量は全般的に向上して来てい

るのではないでしょうか。少なくとも、人物は描き慣れていないので難しいといった声は聞かれませんでし

た。強いて言えば、①深みのある赤色は単色の絵具では出せないので、数種の赤色の塗り重ねがポイン

ト、②顔の立体感を絵具の陰影で表現すること、③人物画はゆったりとした大きなストロークで描くので、

大き目の水彩紙の方が適しているのではないかとの複数意見があったこと、が挙げられます。  

 年 1回の人物は、昨年のルーマニア民族衣装に続いてシリーズでやって行きたいと思っています。民族

衣装や、絵の背景となる街並みや自然を調べるだけでも結構楽しめます。そう考えると、昼食会はお決ま

りの翠海の中華ではなく、モロッコ料理にすべきであった、というのは後の祭り。 

 絵は良い趣味だと言われます。区外からも会員を募集していますので、ご興味のある方はぜひお試し体

験会に手ぶらで参加下さい。 

 世話人 三宅正彦 

 



  

 


